




































Will the university develop students who think and act on the view 














































                                                
1 日本の大学進学率は、2017 現在、平均で 52％台で国際比較をすると、必ずしも高いとは言えない
が、諸外国のように外国人留学生や年長者などを含まない数字である。とはいえ、これらを含んで
も必ずしも高い値とも言えない。 
－ 2 － 
加も示されてきている。2016 年度時点で大学院、大学には約 12 万人の外国人留学生がお
り、毎年増加傾向にある（日本学生機構、2016）。 
昨今の外国人留学生の増加は、従来型の定員割れ近い大学の補完的手段だけでなく、2014
年以降に大きな議論になった「選択と集中」「G 型・L 型」等も関係しており、1 つの評価
要件であること等から私立大学では大都市圏などの大規模私立大学、なかでもスーパーグ
ローバル大学（A：トップ型 13 校）（B：牽引型 24 校）で増加している感がある。そして、
この大学改革の是非はともかく、現場ではカリキュラム改革や授業内容も同時期に進行し





















                                                
2 スーパーグローバル大学創生事業の中間報告が 2018 年 2 月 28 日発表され、37 大学のうち 6 大学
で S 最高評価が示された。 






























                                                
3 4 つの大学のうちの 1 つは専修大学であり、法学部の学生が中心である。 





















は大学での居場所が少なく、3 年から 4 年時の就職活動レベルにおいても孤立しやすく、
情報不足が目立つ。また、ある大学の学部ではゼミという居場所は全員あるものの、事実





                                                
4 最近の中堅大学以下の就職率は必ずしも悪くはなくいが、近年のゼミナール学生や専門科目の 3 年
生以上からのヒアリング、さらには就職課などからのヒアリングなどによるものだが、なかなか内
定を得られない学生と特徴として、基本的にはまじめで出席率もよいが、サークル加入もゼミナー
ル参加もなく、単位取得数が少なくなる 4 年次春には孤立感があるケースが多い 








がある（第 1 図）。 
大学において、アクティブ・ラーニングというと、一部ではプレゼンテーションが強調
されがちだが、本来は様々な方法論の 1 つに過ぎないのである。 
 
 
































                                                












































になり、とくに後述するように AKB の特定曲を加味した PV 作成は日本ばかりだけでなく













1 地域あたり 10 人以上も出演し、動画上に出演する関係者の数も多い。行政、観光誘致地
域でこのパターンが踏襲されているケースが多い。作成の仕方は簡単にネットなどを探す























第 2図 アクチィブ・ラーニングと理解度 











－ 10 － 
心の大規模校の有名大学）約 130 人、同様に都心の大規模校の準有名大学Ｂ大学（大規模
校の準有名大学）約 50 人、Ｃ大学（大規模校の中堅大学）約 120 人、Ｄ大学（小規模校中
堅大学）約 150 人の計約 450 人を対象に行ったものである（具体的に実数を明示しなかっ
たのは、変動数や他の成績要因等からが理由である）。 
4 つの大学のうち 2 つは東京都心の大規模大学であり、残り 2 校は神奈川県の大学であ
る。大学レベルは上から A（グローバル指定校）から D の順であり、競争倍率などもこの
順となっている。入学の人数の差異は科目の曜日や時間帯、科目名などが反映されている
と思われる。また、男女構成は女子大である、Ｄ大学以外の 3 大学は共学であり、比較的




一部の時間などを中心に段階を考慮して 15 回中の 4 回ほどを用いた。残りは、シラバス同
様に試み、基本的な締め切りは約 2 か月から 3 か月として、最後の 12 月から 1 月にかけて






 後期ガイダンスおよび 2 回目 ガイダンス時に今期の講義関係及び PV 作成上
の注意、グループ化の課題（実際の登録前なので人数の変動があること）授業外
の時間が予定されるので SNS などの相談手段提示、さらに PV 作成にかかわる企
画や実践、課題などの確認。 
  今回の PV 作成の目的と面白さ、さらには作成の仕方などを最初の段階で。2
回目時期に実際に作成された行政、企業、個人グループなどの分析紹介。今回は
A 大学 B 地域の紹介を中心に自由に作成することや実際は 3 から 4 分内で参加学
生全員が映像には加わることなどの共通化を説明した。 
③ 中間段階 
 共通に集まりやすいのは、講義時間なので、すべてではないが最後の約 10 分




























                                                




























対面的で相互的な相互交流 ③個人のアカウンタビリティ ④社会的技能 ⑤共同活動評



































































                                                
11 最後の代のゼミナールのトップであるゼミ長の性格も反映されたが、分担することが作業も平等
で効率的であるという認識が強く、実際のすり合わせなどが 2 年次はなかなかできなかった。 
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